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もいえる渡辺完勇氏だ。JPB設立のための奔走から、
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上・下／コインパーキングビジネ
ス協議会設立総会の模様を伝える
「ＰＡＲＫＩＮＧ ＰＲＥＳＳ」平成13
年10月号の記事。下の写真は挨拶
する渡辺氏

できない」「精算の方法が分からな
い」「領収書が出ない」などいろい
ろな問題がありました。
渡辺 今ではコールセンターがあり
ますが、当時は各社それぞれが対応
していました。また、残念ながらド
ライバーのモラルも今よりは低かっ
たですね。無人だから料金を払わ
なくても大丈夫だろうと無理やりフ
ラップ板を下げて車を出そうとし
て、車に傷をつけるといったトラブ
ルが頻発しました。
森井 放置自転車ならぬ、放置自動

デルも確立していませんでしたし。
森井 そこで渡辺さんが意見交換会
の場を設けて、企業間のリレーショ
ンをとりもったと。
渡辺 ええ。その場を利用して、各事
業主が抱えていた駐車場でのトラブ
ル解決法を、皆で協働して模索し始
めたわけです。
森井 何しろコインパーキングとい
うものがそれまで世の中になかった
わけですから、機械の使い方の分か
らないドライバーがほとんどでした
よね。「フラップが下りなくて出庫

森井 JPBの名誉会長として変わら
ず活躍されている渡辺さんが、JPB
の前身である「コインパーキングビ
ジネス協議会」を設立し、初代会長
の職に就いたのは2001年のことで
した。まだ12年しか経っていない
わけです。しかしながらこの間にコ
インパーキングビジネスの世界はめ
まぐるしく変わりましたね。
渡辺 本格的に稼働し始めてから10
年とほんの少しですから、まだ我々
の業界は幼年期にあると言っていい
でしょう。ご存じのとおり、協議会
設立の背景にあったのが、バブル崩
壊後の1990年代、都市部を中心に
生まれた数多くの空地です。不動産
業者が売却しようにも、元値の3分
の1から4分の1くらいの価値しか
なかったために、仕方なくそれらの
空地は放置されていたわけです。
森井 そこで脚光を浴びたのがコイ
ンパーキングという暫定的な土地活
用法でした。
渡辺 ええ、何しろ初期の設備投資
を低く抑えられることが魅力的でし
たからね。数的に伸びてきたのは
1995年頃だったと記憶しています。
すると中小の業者もどんどん参入し
て、それこそ雨後の筍のように急増
しました。
森井 土地、機器ともリースで賄うこ
とができるので、敷居の低いビジネ
スだったことも急増の理由でした。
渡辺 しかし、スタートは切ったもの
の、そこからが大変でした。新しい業
態ですから前例がなく、ビジネスモ

今回のゲストは、コインパーキング業界の生みの親と
もいえる渡辺完勇氏だ。JPB設立のための奔走から、
スピード感あふれるコインパーキングビジネスの進
歩、そしてこの業界が向かうべき指針まで。理路整
然として説得力ある渡辺節が展開した、価値ある60
分だった。（収録：9月3日）

ゲ ス ト 一般社団法人 日本パーキングビジネス協会 名誉会長
株式会社アイオス 代表取締役社長

渡辺完勇

暫定活用から中長期経営戦略へ

の視点が成長をもたらす

わずか10年強で
コインパーキング業界が
急成長した理由
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初代会長からバトンを受け継ぎ、JPB理事長を務める森井発行人。ハード、ソフト共に驚異的な進化を遂げた業界の話で盛り上げり、あっという間に時間が過ぎた

るものも登場しました。それでいて
価格はかなり安くなりましたよね。
高価なダミーカメラを使っていた頃
に比べると隔世の感があります。
渡辺 協議会が生まれて、皆で問題点
を共有し、揃って解決策を考え、実
行したことがここ10年の急激な進
化の背景にあると思います。また、
メーカーさんにも良い意味でのイン
パクトをもたらしたでしょう。駐車
場という比較的ニッチな分野に特化
した機器類だけに、ともすればメー
カー主導で開発が行われてしまい
そうですが、協議会という駐車場オ
ペレーターの団体が存在するのです
から、当然その意向は無視できませ
ん。オペレーターの意見を採り入れ、
評価を上げようと努力したことが機
器類の進化を後押ししたと思いま
す。日本信号さんなどは最初から協

車、つまり“置き去り ”も当時は深刻
な問題だったと記憶しています。
渡辺 そうでした。ナンバープレート
をはずしてそのまま乗り捨ててしま
うケースですね。あまりにも件数が
多かったものですから、会員企業の
高橋自動車さんが協議会に加盟して
いる事業主の駐車場を回って、放置
自動車をレッカー移動してくれてい
ましたね。協議会が発足していなけ
れば、おそらくあのようにまとめて
対応してくださることはなかったで
しょう。コインパーキングがまだ世
間に浸透していなかったことを象徴
するエピソードです。
森井 防犯カメラの精度も大幅に進
化しました。かつてはフォローする
範囲が狭く、しかも高価でしたが、
昨今では広範囲を録画できるように
なり、ナンバープレートまで読み取

議会の賛助会員として加わっていま
すよね。
森井 協議会設立当時の会員企業数
はどのくらいだったでしょうか。
渡辺 正会員が28社、賛助会員が7
社、合計35社でした。
森井 今も当時の企業はすべてJPB
会員として残っていますか?
渡辺 ええ、すべて残っていただいて
おりましてJPB発展のために尽力さ
れています。三井のリパークさんの
ような大手から中小まで多彩な顔ぶ
れは健在です。
森井 リパークさんは例外ですが、当
時の会員企業のメンバーは皆30歳
前後で若かったですよね。ビジネ
ス経験が浅い分、即断即決を要する
場面でスピーディーな判断ができな
いこともあった。そこで渡辺さんが
リードしていったわけですよね。
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1 コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査

1．コイン式自動車駐車場の設置箇所数と車室数の推移
1）コイン式自動車駐車場の定義

［図：1］

Ⅰ. コイン式自動車駐車場市場規模編

注）本調査・研究で調査対象としたのは、コイン式自動車駐車場であるが、その中でも
　　　　　　で表示した公的なデータのない500m2未満について特に精査した。
注）駐車場の分類は、「駐車場整備ガイドブック」によった。

2

Ⅰ．コイン式自動車駐車場市場規模編

＜調査目的＞
今回の調査目的は、増減が著しい上、届出制ではないために実態の把握が難しいコイン式

自動車駐車場（以下、コイン式駐車場と略記する）の実態を把握する点にある。
2008年3月に行った「コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査」のリニューアル

として、2011年10月～ 12月に実態調査を行い、最近の変化状況をとりまとめた。

コイン式駐車場には、駐車の用に供する面積が500 m2以上であれば「届出駐車場」「附置
義務駐車場」として駐車場数は把握されている。しかし、500 m2未満の駐車場については、
駐車場として届け出る必要がないため、その箇所数や車室数についての公式データはない。
したがって、本調査で500m2未満のコイン式駐車場を主要都市別に調査するとともに同駐

車場に使用される設備機器（ロック板、ゲート、精算機）の市場も併せて調査することでコイ
ン式駐車場ならびに同設備機器の市場を明らかにすることを目的とする。

＜コイン式駐車場の定義＞
①コイン式駐車場の特徴は、「時間貸、主として無人、主として平面駐車場」の3点にある。

本報告書で取り上げるコイン式駐車場とは、賃借、自社物件を問わず、附置義務駐車場、
およびその他の駐車場における平面駐車場と定義した。
また、時間貸方式の営業駐車場を対象とし、月極め、荷捌き駐車場は除外した。
立体機械式、自走式駐車場においても、駐車の用に供する面積の合計で500 m2未満であ

る駐車場（タワー式など）は多いが、有人管理も多くコイン式駐車場に該当しないため、今
回の調査対象とはしていない。

②管理受託（病院や行政などが運営する駐車場の緊急対応、機器メンテナンス業務のみ請け
負う。駐車場の賃借契約は伴わない）は、時間貸の定義から外れるため、今回のコイン式駐
車場の対象から除いている。

3 コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査

2）コイン式駐車場業界を取り巻く市場の動き（2011年時点）
①コイン式駐車場の全体像

＜2011年コイン式駐車場 市場規模＞

注）上表は、主要コイン式駐車場運営会社、機器メーカーへのヒアリングによる。

箇所数 車室数
500m2未満 40,000箇所 430,000車室
500m2以上 4,600箇所 480,000車室
合計 44,600箇所 910,000車室

［図：2］

4

Ⅰ．コイン式自動車駐車場市場規模編

②コイン式駐車場の種類別推移

注）上表は、主要コイン式駐車場運営会社、機器メーカーへのヒアリングによる。

箇所数：特に500m2未満が増加（特に小規模駐車場）
車室数：特に500m2以上が増加（特に附置義務駐車場）

［図：3］

『コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査～ 500㎡未満の小規模自動車駐車場の分析～』本書購入申し込み等については JPBのHP “http: / /www.gia-
jpb.jp” 参照のこと

渡辺 その後、この業界が躍進を遂げ
た最大の理由は、やはり市場のニー
ズに合致していたからこそだと思っ
ています。ドライバーは時に路上駐
車を余儀なくされ、駐車違反で罰金
を取られていた折に、リーズナブル
な時間貸し駐車場が登場したのです
から、一気に車移動の利便性が向上
しました。
森井 特別土地保有税の件も追い風
になりましたね。暫定的ですが、コ
インパーキングとして土地を有効活
用すれば非課税になることも、この
業界が発展した大きな要因です。

渡辺 森井さんが理事長になってか
ら掲げている将来への課題はたくさ
んありますよね。
森井 ひとつにはキャッシュレスで
しょうか。ドライバーの利便性向上
に大きく寄与できますからね。
渡辺 あれも元々は協議会時代の悩
みのひとつが原点になりましたね。駐
車場精算機に集められた現金のボッ
クスの盗難事件が多発した件です。
森井 そうでしたね。現金があるか

ら持って行かれる。ならば精算機に
現金を置かなければ、そうした犯罪
は起きないという理屈でした。また、
キャッシュレスはある意味、昨今増
えてきたロックレスとセットである
とも言えます。例えば、ドライバー
がたまたま手元にお札しか持ってい
なかったとします。でもすぐに出庫
したい。その時、ロック板があるタ
イプの駐車場だと出庫できないわけ
ですが、ロックレスならとりあえず
出庫して駐車料金は後払いという対
応ができる。もちろん、ドライバー
のモラルが良いという大前提は必要
ですけどね。
渡辺 徐々にではありますが、マ
ナー、モラルの啓蒙は協議会～ JPB
の努力で実を結んできました。防犯
カメラでの抑止や違反行為に対する
警告を場内で続けたことが、ドライ
バーの意識を高めたと思います。ま
た、7～ 8年前でしたか、テレビ取材
を多く受けましたね。駐車場での犯
罪が目立ったので、その事実を報道
すると共に撲滅キャンペーン的なこ
とも展開してくれた。あれも奏功し
たと思います。
森井 駐車場での犯罪といえば、かつ
てこんなことがありました。乗り逃

げするドライバーを駐車場の出入り
口付近で監視して、それをネタに強
請るという犯罪です。確か六本木な
どの繁華街で横行していたのではな
かったでしょうか。強請られる方は
そもそも自分が悪いわけですから文
句も言えず、結構な額を巻き上げら
れたそうですよ。最近では、そうし
た話もすっかり聞かなくなったので
ほっとしています。
渡辺 駐車場が犯罪の温床であると
いった不名誉な側面が消えて、どの
コインパーキングにおいても同程度
の利用料、安全性、高いクオリティ
が維持されているのは素晴らしいこ
とです。今では、民間だけでなく、
国や地方自治体が所有している空
地を暫定的に有効活用しようと積極
的にコインパーキング化する時代に
なりましたからね。随分様変わりし
たものだと思います。また、我々が
団体化したことによって発言力が強
まり、国土交通省、東京都や警察庁
などへの働きかけも確実にしやすく
なっています。
森井 渡辺さんの時代からの積み重
ねをベースとして、近年、国土交通
省さんとは良いリレーションを築け
ています。JPBでは昨年の7月に『コ

会員数増加がもたらした
数々のメリット
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これからは高齢者や女性ドライバーへの配慮も重要な戦略となるのは確実だ

イン式自動車駐車場市場に関する実
態分析調査～ 500㎡未満の小規模自
動車駐車場の分析～』を発行しまし
た。これは、2011年10月から12月
にかけて、全国で実施した調査をま

とめた資料です。2010年発行に続
く第2回目となるのですが、国土交
通省さんにとってこれが実に重要な
資料になるということで、かなり高
い評価をいただいております。

渡辺 これまで誰も調査
してこなかった極めて重
要なデータですからね。
国や地方自治体は、500
㎡以上の届出駐車場や
附置義務駐車場につい
ては実数を把握している
ものの、500㎡未満のコ
インパーキングについて
はまったく把握していな
かった。それだけに実態
調査は実に意義深いもの
となりました。JPB会員
の数が増え、そのスケー
ルがあってこその成果だ
と思います。

森井 他に何か昨今のコインパーキ
ングビジネスに対して感じていらっ
しゃることはありますか。
渡辺 ドライバーのモラルが上がった
一方、供給する側の我々の配慮もか
なり行き届いてきたと思います。例
えば、車室のゆとりですね。当初は利
益最優先で、敷地にいっぱいに車室
をつくる業者が多かったので、場内
の切り変えし、入出庫に苦労するド
ライバーもいました。しかし、ここ
数年でその考えは見直され、使いや
すさを重視するようになった結果、
車室数はかつてよりも少なくなり、
その分スペースには余裕が生まれま
した。特に高齢者、女性ドライバーに
とってはうれしいでしょうね。
森井 そうした見直しは、結果的に事

“目立てばいい時代”は
完全に終焉している
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業主に経済的なメリットももたらした
ようです。大手ショッピングセンター
の例ですが、お客様に快適に使って
もらうため、店舗駐車場の車室の幅を
2.3mから2.5mに拡大したそうです
ね。すると「あそこの駐車場は使いや
すい」との評判が口コミで広まったら
しく、稼働率が上がって、お店の売上
向上につながったそうです。
渡辺 その話は、森井さんがJPB理事
長就任後に唱えている3K、すなわ
ち「きれい」「快適」「機能的」のうち、
快適や機能に直結する良いエピソー
ドですね。
森井 私のスローガンは、元々渡辺さ
んがつくった3つの標語、「beautiful」
「Comfortable（快適）」「Intelligent」
をベースにさせていただいたもので
す。最近では3Kに加えて、街並み
に融合する駐車場であることが重
視されてきましたね。例えば三井の
リパークさんは、駐車場を設置する
環境に合わせて、ロゴの描かれた看
板や敷地、機器のカラーリングをア
レンジしています。コインパーキン
グは暫定的な土地活用であり、街並
みを形作る期間は短いかもしれませ
ん。だからといって周辺の景観を考
慮せず“目立てばそれでいい ”とい
う時代は完全に終りしました。その
トレンドを引っ張るために、JPBで
表彰制度「パーキンググランプリ」
を設けたわけです。
渡辺 そもそもコインパーキングは
イニシャルコストが安いことが魅力
だったわけですが、ビジネスモデル
も確立した今、お金をできるだけか
けずに利益をあげようとする考えは
もはや通用しません。
森井 そのとおりですね。

渡辺 私は、大規模なスーパーや公
共施設を除いて、駐車場は1ヵ所に
つき何百台も車室を備える必要は
ないと考えています。逆に小規模な
ものが200mに一ヵ所くらいの割合
で点在していた方がドライバーの使
い勝手も向上しますし、利益率も上
がる。その点、コインパーキングと
いうのは、実に理にかなったビジネ
スなんですね。ただ、問題なのは土
地オーナーの意向によって、コイン
パーキングは営業中止を余儀なくさ
れる場面が少なくないことです。“こ
の土地にビルを建てることになった
から、もうコインパーキングは止め
ます ”と言われた時点で終了ですか
らね。極端な表現をすれば、我々は
常に賽の河原にいる状態ですよ。
森井 ドライバー視点で見れば、“よ
く使っていたコインパーキングがい
つの間にかなくなってしまった…”
となるわけですよね。大
きなサービスの低下で
あり、私たちが常に直面
している大きな問題で
す。
渡辺 そこで提案したい
のが、JPB会員企業の
皆さんは、中長期的な視
野に立って経営に取り
組むべきだということ
です。具体的には、一定
の投下資本を投入し、土
地を買うなり、借りるな
りする。そして、そこを
平面のまま使うのでは
なく、立体駐車場を建設

して車室を増やすことができれば、
もっとビジネスの可能性は広がるで
しょう。コインパーキングだからと
いって必ず平面でなければならない
必要はありません。立体式で24時
間無人で利用してもらえる設備を開
発できればいいのですから。また、
最近増えている都市部のビルの附置
義務駐車場をまとめた隔地駐車場
の運営管理をJPB会員企業が担う
のも一案かもしれません。実現すれ
ば、それも安定したビジネスになる
はずですからね。そうした努力が、
さらなるこの業界のステップアップ
に結び付くと思います。
森井 なるほど。本日はコインパー
キングの歴史と課題、さらに現在の
JPB会員企業の進むべき道など、さ
まざまなご提案をいただきました。
今後とも名誉会長として忌憚のない
意見をいただければ幸いです。本日
は誠にありがとうございました。

立体駐車場を組み合わせて
稼働率の最大化を図れ


